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平成15年6月広報たまかわ

際露翠露量調

盤怒翠翠璽

皆さんもテレビ、新聞等でご第になりご奇知のことと患いますが、今世界中で猛威を振るっているSARSと

は、原因不明の感染性のある重篤、かつ急性の呼吸器疾患です。

症状としては、 38度以上の急な発熱、服、呼吸困難などがあげられます。 WHO(世界保健機関)では、新型

のコロナウィjレスが原悶であると断定しています。

感染経路{志、飛沫(くしゃみなどによる唾)及び分j必物(聾汁等)を通じて感染すると想定されおり、また感染す

るには、患者との密接な接触が必要とも想定されています。

現在SARSの発生が報告されている地域(中国、香j巷、台湾、ベトナム等)に旅行した方、及び感染した患者

と接触があった方は以下のとおり注意してください。

1 .潜伏期間は2'"'-'10日です。 (10日間は注意期間)

2. SARSで最も確実な起こりうる症状は38度以上の急芯発熱で9。

3.注意期間の10日間は特に手洗い・うがい等の励行をのがけてください。

4.注意期間の10日間は芭主的にマスクを着用してください。

5.注意期間の10日間は毎日体温を計ってください。

6.注意期間の10日間は日常の生活を正常に行ってよいですが、できるだけ

人ごみを避け、他の人との接触も避けてください。

ア.注意期間の10日間に発熱等の異常があれば、早急に医療機関に連絡をしますので、

保健所まで連絡をお願いします。

県中保健所感染症予防チーム岱0248-75-7818

詣患;阜のホームページ仁、 SARSに関する最新の情報が載っておりますのでご覧ください。

(http://www.pref.fukushima.jp/imu/sarsl.htm) 
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成
日
年
度
第
1
回
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、

4
月
お
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
ロ
名
の
子
ど
も
達
が
、

虫
歯
の
な
い
よ
い
歯
の
子
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
の
は
次
の
子
ど
も

達
で
す
。(
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臨時醐守

L-

社
会
福
祉
法
人
石
川
福
祉
会
で

辻
、
玉
川
村
大
宇
中
地
内
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
た
ま
か
わ
荘
」

を
建
築
中
で
、

8
月
の
竣
工
を
め

、
ざ
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
c

開
設
は
ぬ
月
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
以
下
の
と
お
り
申
し
込
み
さ

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
c

弓
i①

申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
石
川
福
祉
会
事
務

局
、
村
健
康
福
祉
課
、
及
び
石
川

管
内
の
福
祉
担
当
課
で
交
付
し
ま

②
申
込
の
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
石
川
福
祉
会
事
務
局
へ
持
参

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
日
年
7
月
日
日
(
木
)
1
8

月
mw
日
(
金
)
ま
で
の
、
平
日
午
前

9
時
f
}
午
後
4
時
ま
で
。
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老
人
福
祉
法
に
定
め
る
「
身
体

上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ

る
た
め
に
、
常
時
介
護
を
必
要
と

し
、
か
つ
居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を

受
け
る
こ
と
が
国
難
」
と
認
め
ら

れ
、
要
介
護
認
定
度
1
1
5
ま
で

の
方

3

3

施
設
の
窺
摸

特
別
養
護
老
人
ホ
i
ム

日
床
(
加
入
)

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
6
床
(
6
人
)

ヰ
入
所
詣
の
決
定

入
所
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

石
川
福
祉
会
に
お
い
て
「
鰭
康
状

態
」
「
介
護
の
必
要
性
」
な
ど
の
入

所
指
針
に
よ
り
、
入
所
検
討
委
員

会
で
頗
位
決
定
い
た
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
社
会
福
祉
法
人
石

川
福
祉
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

一T
9
6
3
1
7
8
5
8

石
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百
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2
2
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社
会
福
祉
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人
志
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福
祉
会

窓
お

i
1
1
2
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平成15年6月

んさなみの校ハ刀辻四?ふ宣ロを棚
田受

環
と
し
て
、
地
区
の
学
習
田
で
稲

づ
く
り
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
学
習
内
容
が
認
め
ら
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

四
辻
分
校
で
は
、
年
々
児
童
数

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

元
気
に
稲
づ
く
り
学
習
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
(
間
ペ

i
ジ

有
賀
君
(
須
釜
中
)
が
優
勝

四
辻
分
校
が
最
優
秀
賞

広報たまかわ

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
主
催
の
バ

ケ
ツ
稲
づ
く
り
体
験
学
習
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
須
釜
小
学
校
四
辻
分
校

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

は
バ
ケ
ツ
、
又
は
田
ん
ぼ
で
の
稲

づ
く
り
の
体
験
を
通
し
て
、
主
食

で
あ
る
「
コ
メ
」
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
と
、
「
食
糧
」
と
「
い
の
ち
」

の
大
切
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
を
日

的
と
し
て
行
わ
れ
、
石
川
郡
管
内

の
口
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

四
辻
分
校
は
毎
年
、
授
業
の
一

中
学
校
体
育
連
盟
石
川
支
部
陸

上
競
技
大
会
は
、

5
月
初
日
、
鏡

石
町
鳥
見
山
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
中
で
、
須
釜
中
学
校
か
ら

出
場
し
た
塩
津
君
と
有
賀
君
が
、

並
み
い
る
強
敵
を
お
さ
え
て
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
見
守
ず
}

共
通
8
0
0
m

2
位
吉
田
透
(
泉
中
3
年
)

3
位
古
村
達
也
(
須
釜
中
3
年
)

1
年
1
5
0
0
m

優
勝
塩
津
祐
成
(
須
釜
中
)

共
通
走
り
高
跳
び

3
位
鈴
木
大
介
(
泉
中
2
年
)

共
通
走
り
櫨
跳
び

優
勝
有
賀
智
史
(
須
釜
中
3
年
)

3
位
鈴
木
潤
二
須
釜
中
3
年
)

{
女
予
〕

ー
年

1
0
0
m

2
位
大
竹
莱
(
泉
中
)

一
二
種
競
技
A

2
位
佐
藤
仁
美
(
泉
中
3
年
)

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
玉
川
村
が
作
製
し
た
平
成
凶

年
度
の
「
玉
川
村
人
づ
く
り
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
広
報
一
般
部
門

で
入
選
し
ま
し
た
。

「
玉
川
村
人
づ
く
り
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
」
は
笑
顔
を
テ
l
マ
と
し
、

毎
月
、
各
方
面
で
活
躍
す
る
村
民

2
人
が
盛
場
し
ま
す
c
2
人
の
関

係
は
先
生
と
教
え
子
や
、
師
匠
と

弟
子
な
ど
の
関
係
で
、
テ
ー
マ
の

と
お
り
皆
笑
顔
で
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。村

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は
昨
年

の
特
選
(
総
務
大
臣
賞
)
に
続
い
て

の
2
度
目
の
受
賞
で
す
。

な
げ
る
の
を
自
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

須
釜
中
で
は
、
常
日
頃
か
ら
強

み
が
き
の
指
導
や
、
虫
歯
の
治
療

に
つ
い
て
親
を
交
え
て
の
相
談
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
予
防
と
治
療

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

全
体
の
約
加
パ

i
セ
ン
ト
の
生
徒

は
虫
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
。

須
釜
中
は
昨
年
も
受
賞
し
て
お

り、

2
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

2年連続受豊の須3在中のみなさん、重田教育長に受員在報告しました

虫
歯
の
予
防
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
学
校
を
表
彰
す
る
、

県
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰

(
よ
い
歯
の
学
校
表
彰
)
に
お
い

て
、
須
釜
中
学
校
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
児
輩
、
生
徒
に
歯
と
口

の
健
康
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
、
虫
歯
予
防
に
つ

須費川地方JL.i或幼年少年女性防火委

員会が、このたび須翼川市において開

かれ、坊火活動等に種撞的に取り組ん

でいるクラブとして、すがま幼稚盟の

幼年消訪クラブが優良クラブ聾者受蓋

しました。

すがま幼稚菌では、箇年火災予防の

意識を高めるため、避難~II練などを数

回行っており、火災が発生した擦の避

難の仕方や、火災を起こさないことの

大切さなどを掌んでいます。

すがま幼稚留が

僅良クラブに

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
た

5
月
、
地
域
へ
の
交
通

安
全
の
呼
び
か
け
と
、
交
通
事
故

防
止
を
一
盟
諸
っ
て
、
川
辺
小
学
校
と

須
釜
小
学
校
児
童
に
よ
る
交
通
安

全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
c

ドを実施

5
月
比
日
(
水
)
に
行
わ
れ
た
川

辺
小
学
校
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
は
、

宮
ノ
前
地
内
か
ら

J
A
倉
庫
ま
で

の
村
道
、
約
1
キ
ロ
の
区
間
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
は
平
成

問
年
以
来
5
年
振
り
の
実
施
と
あ

っ
て
、
沿
道
に
は
地
域
の
方
々
が

大
勢
集
ま
り
、
大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

は
5
月
辺
日
(
木
)
に
行
わ
れ
ま
し

た。
出
発
式
で
、
児
童
代
表
が
交
通

事
故
防
止
に
つ
い
て
の
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
た
後
、
小
学
校
か
ら
北

ノ
宿
交
差
点
を
経
由
し
て
、
北
須

釜
地
内
ま
で
の
区
間
、
約
3
キ
ロ

の
鼓
館
パ
レ
ー
ド
に
出
発
し
ま
し

た。
沿
道
に
集
ま
っ
た
幼
稚
園
、
児

童
館
の
園
児
や
地
域
の
方
々
が
大

き
な
拍
手
で
出
迎
え
て
い
ま
し
た
。

誓って鼓笛バレー

ハッピ姿もりりしく、すがま幼稚圏幼年消防クラブ

平成15年6月広報たまかわ

5 



6 

と
F
A
X
は
(
訂

)
4
6
3
2
)

ま
た
、
図
書
室
が
ク
ッ
ク
ち
ゃ

ん
文
庫
と
し
て
、

7
月
日
日
(
火
)

か
ら
貸
し
出
し
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の

で
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
・
須
釜

公
民
館
図
書
室
の
貸
し
出
し
は
6

月
刊
日
(
月
)
か
ら
中
止
し
ま
す
。

現
在
借
り
て
い
る
方
は
至
急
返

却
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成15年6月

2，000円

玉川村役場企画財政課乞~57-4629

詳細は後日広報誌等によりお知らせい

たします。

※この事業は(財)自治総合センターからの『宝くじj収益金の朗成仁

より開鑑されます。

玉
川
村
公
民
館
事
務
所

移
転
の
お
知
ら
せ

広報たまかわ

現
在
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
が
6

月
お
日
竣
工
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、

7
月
7

日
(
月
)
か
ら
公
民
館
が
文
化
体
育

館
に
移
転
い
た
し
ま
す
。
(
電
話

パ
ス
。
ホ
l
卜
申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

4.チケット料金

5.問合せ先

6.その他

県
で
は
、
平
成
時
年
7
月
幻
日

(
火
)
よ
り
、
現
在
の
県
庁
旅
券
窓

口
を
福
島
駅
西
口
前
の
「
コ
ラ
ツ

セ
ふ
く
し
ま
」
ビ
ル

1
階
に
移
転

し
、
新
た
に
「
福
島
県
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
移
転
に
併
せ
て
「
福
島

県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

平
日
の
業
務
時
間
の
延
長
、
及
び

旅
券
の
自
曜
日
交
付
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の

一
層
の
ご
利
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
く
わ
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

極
業
務
日
日
曜
日

1
金
曜
日

(
土
曜
日
、
祝
祭
日
、

年
末
年
始
の
休
日
は

休
み
)

画
業
務
時
間

①
月
曜
日

1
金
曜
日

-
申
請
時
間

午
前
9
時

1
午
後
6
時

・
交
付
時
間

午
前
9
時
j
午
後
7
時

②
日
曜
日
(
旅
券
の
交
付
の
み
)

午
前
9
時
j
午
後
5
時

量
移
転
す
る
の
は
県
庁
旅
券
窓
口

だ
け
で
、
県
内
の
他
の
旅
券
窓
口

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
福
島
県
旅

券
グ
ル
ー
プ

2
0
2
4
(
5
2
1
)

10月18日(土)夕方より(開演時間来定)

たまかわ文化体青館(総合運動公園内)

8月18日(月)より発売予定

10月18日(土)にたまかわ文化体青館において、落成記

念イベントf宝くじふるさとつつつつシアタ-jを開催いた

します。落語界の重鎮「桂三枝Jや上方漫才の大御所「西)11

のりお-上方よしおjなど、豪華な顔ぶれによるお笑いス

テージやほのぼのコメディ劇場などが行われます。また、

コメディ劇場では一般の方を募集し、一緒に出演していた

だく予定ですので、ワクワクシアターの公演をご期待くだ

さい。

{内容】

1 .公演日時

2.公演場所

3.チケット発売

ル設福
1 ---，島
階コ駅

ラ西
ザ口
セ複
L一 目l

ピ施

耳
慣
移
転
先

円

i
Q
U
Q
J
G
J

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

(
野
焼
き
H
野
外
で
焼
却
設
備
を
使

わ
な
い
で
ゴ
ミ
を
燃
や
す
こ
と
)

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
土
地
に
あ
っ

て
も
、
ご
み
を
捨
て
た
り
埋
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
を

す
る
と
、

5
年
以
下
の
懲
役
、

1
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
な
ど
の
撤
去
、
処
分
は
、
投
棄
者
が
責
任

を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん
投
棄
し
た
廃
棄
物
を
改
め

て
撤
去
、
処
分
す
る
に
は
適
正
に
処
分
す
る
場
合
に
比
べ
、
数
倍
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

自
分
の
土
地
へ
の
不
法
投
棄
を
防
ぐ
に
は
、
定
期
的
な
見
回
り
ゃ
土
地
の
周

囲
に
柵
を
設
け
る
な
ど
の
管
理
が
必
要
で
す
。

「
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
か
け
た
ら
通
報
を
」

1

突
然
大
き
な
穴
が
掘
ら
れ
た
。

2

数
日
前
か
ら
穴
を
掘
る
た
め
の
重
機
が
あ
る
。

3

出
入
り
場
所
に
鉄
板
が
敷
か
れ
た
。

4

昼
間
現
場
に
人
が
い
な
い
が
、
毎
日
地
形
が
変
わ
っ
て
い
る

0

5

以
下
の
よ
う
な
深
ダ
ン
プ
の
通
行
状
況
が
見
ら
れ
る
。

川

一
定
の
場
所
を
多
数
の
ダ
ン
プ
が
通
過
し
て
ゆ
く
。

ω会
社
名
の
表
記
が
な
い
。

同
あ
る
場
所
に
多
数
の
深
ダ
ン
プ
が
集
結
し
て
い
る
。

制
ナ
ン
バ
ー
が
か
く
し
て
あ
る
c

通
報
の
ポ
イ
ン
ト
(
お
分
か
り
に
な
る
範
囲
で
結
構
で
す
〉

-
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

-
お
お
よ
そ
の
場
所
は
ど
こ
で
す
か

0

・
そ
の
場
所
は
だ
れ
の
土
地
で
す
か
。

-
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
は
何
で
す
か
。

-
ご
み
を
運
ん
で
い
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
は
わ
か
り
ま
す
か
。

通
報
先
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
官

0
2
4
(
9
3
5
)
1
5
2
1

玉
川
村
役
場
住
民
課
岱
(
幻
)
4
6
2
4

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
万
全
で
す
の
で
、
安
心
し
て
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

鉄傷は、長さ5mJ以内のも
の (H銅も搬入司)

最
近
、
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
す
の
で

煙
た
い
」
「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
因

る
」
「
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
て
火
事
に
な

り
そ
う
で
恐
い
」
。
こ
う
し
た
苦
情
の
電

話
が
よ
く
か
か
っ
て
き
ま
す
。

法
律
の
改
正
に
よ
り
平
成
お
年
4
月
か

ら
野
外
で
焼
却
施
設
を
使
わ
ず
に
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
が
禁
止
に

な
り
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
を

囲
っ
た
も
の
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
は
、

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
部
の
例
外
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

0

・
農
作
業
に
伴
う
稲
わ
ら
や
刈
り
取
っ
た

雑
草
の
焼
却
。

-
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
ど
ん
ど
焼

長
d

。
-
焚
き
火
な
ど
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通

常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽

微
な
も
の
。
(
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
こ
と
。)

違
反
し
た
場
合
は
、

3
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は

3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
分
別
し
て
、

「
燃
え
る
ご
み
」
「
燃
え
な
い
ご
み
」
「
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

鉄骨・鉄類・鍋・護

トタン ・家電(特定家

不燃ゴミ!電4昆巴を綜く) ・ガ
ラス-工異(危際のな
いように排出)

再発火性のあるもの。
墨礎コンクリー卜・s，
石・農機臭・自動車バ
イク，タイヤバッテリ

柱宣家具・布団
日用昆 ・焼却残澄

司燃ゴミ

平成15年6月広報たまかわ
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盟揮櫨冨昆
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12，999，966円

14，793，144丹

16，387円

。円

619，046m
3 

1849，143併

4，682肘

Or汗

畑

自

由

田

緩傾斜

高齢佑

耕作放棄率

君、{頃斜

恒
例
の
地
震
を
挙
げ
て
の

運
動
会
で
す

H

E

D

 

--a

，、唱
E
F
a
s
'
ー

。円

27，809，497円

舎
年
も

玉

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

須

釜

小

広
い
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た

で
審
札
口
問
弁
ゆ
藷

き

平
成
百
年
度
玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動

平
成
日
年
度
の
玉
川
村
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
あ
た
り
、
工

h

一
川
村
花

い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
で
は
、
こ

の
た
び
代
表
者
会
議
を
関
鑑
し
ま

し
た
。
今
年
の
参
加
団
体
(
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
)
は
お
団
体
、

約

l
，
5
0
0
名
が
参
加
し
て
、

マ
リ

1
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
な

ど

5
2
，
o
o
o本
余
り
が
植
え

ら
れ
ま
す
c

本
村
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、

昭
和
白
年
に
建
設
大
臣
感
謝
状
、

昭
和
白
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
、
当
時
実
施
し
て
い
た
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
受
賞
し
て
い
ま

om3 

2，472.871 m
3 

~æ 

計

中山陣地域等における農業の奇する多吾的機能の確保を図るごと

を目的として、適切な農業生産活動等の継続的な実施を支援するた

め、集落及び農家に対し、玉川村縄田金等の交付等に関する規則、

及び要綱の定めるとごろにより交付金を交付いたしました。

圃協定の概要

協定締結の代表者を中jむとして、集落相互闘の連携、笠産性、収

益向上、担い手の定着、生活環境の整備等に取り組みました。

・協定締結集落数 69集落

@参加農家数 848戸

画農業生産活動等の実施状況

農地法酉の崩壊を未然に防止するため、集落内の担い手を中，e，¥に

水路-農道を定期的仁、清掃及び簡易補修、草刈り等を実施しまし

た。

き誕生産性・収益の向上、担い手の定着等iこ関する取組状況

農作業の共同化により、作業能率の向上と生産活動の安定を図り

ました。

す
。
同
協
議
会
と
し
て
は
、
平
成

日
年
に
第
お
回
全
国
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
長
賞
、
平
成
日

年
に
は
第
お
回
向
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
、
及
び
国
土
交
通
省
よ
り

手
づ
く
り
郷
土
(
ふ
る
さ
と
)
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
c

今
年
も
村
内
の
各
所
で
き
れ
い

に
咲
い
た
花
が
、
付
近
を
通
る
人

の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
今
年
も
山
小
屋
の
(
株
)
ユ

キ
ザ
ワ
玉
川
農
場
よ
り
植
栽
用
の

堆
把
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

代表者会議のようす

す

8 

今年もきれいな花が咲きます

時山英夫さん

露e:
.o:a. 

鷲

震

玉
川
村
監
査
委
員
に
大
和
田
豊

降
さ
ん
(
吉
)
が
選
任
さ
れ
ま
し

た。
大
和
田
さ
ん
の
任
期
は

5
月
日

日
か
ら

4
年
間
で
す
。

大和田豊躍さん

関

生

霊童

畏

民
生
・
児
童
委
員
に
曲
山
英
夫

さ
ん
(
官
弥
生
)
が
選
任
さ
れ
、
こ
の

度
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

曲
山
さ
ん
に
は
蒜
生
地
区
を
担

当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9 
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K容がむ

今
年
も
須
釜
小
学
校
四
辻
分

校
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
稲
づ

く
り
学
習
で
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
口
例
年
だ
と
全
部
手
で
植

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
児

童
数
が
9
人
と
少
な
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
機
械
が
登
場
し

ま
し
た
口
子
ど
も
達
は
ど
ろ
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
も
元
気
よ
く

苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

秋
に
は
、
出
来
上
が
っ
た
米

で
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
会
な

ど
の
時
に
、
お
餅
を
つ
い
て
食

べ
ま
す
。

玉
川
村
長
一杯
一家
庭
バ
レ
ー
ボ
i
H
N
大
会

第
初
回
玉
川
村
長
杯
家
庭
バ
レ
l

優

勝

ボ
ー
ル
大
会
が
、
玉
川
村
体
育
セ
ン
準
優
勝

タ
1
で
開
催
さ
れ
、
中
チ
，l
ム
が
熱

3

位

き
戦
い
を
征
し
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

平成15年6月広報たまかわ

玉川第一小学校の2年生児童が、生活科の「醤
険発売、村探検jの掌習で役場を訪れました。

役場のき課を回り、仕事の内容を闇いたり、露

間したりと熱J~\にメモをとりながら学習していま

した。
日ごろと-昧違うお客様の訪問に、質問に答え

る職員もちょっと緊張気昧でした。またのお越し
をお待ちしております。

中

チ

l
ム

竜
崎
チ
i
ム

川
辺
チ
l
ム

平
成
時
年
度
の
高
齢
者
教
室
、

「
こ
ぶ
し
・
な
つ
椿
学
級
」
が
開

講
し
ま
し
た
。

こ
ぶ
し
学
級
は
西
部
地
区
、
な

つ
椿
学
級
は
東
部
地
区
の
方
々
を

対
象
に
、
年
間
口
回
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

開
講
式
の
後
に
第
1
回
目
の
教

室
が
開
催
さ
れ
、
講
師
の
長
慶
寺

住
職
・
西
川
良
英
先
生
よ
り
、

「
高
齢
化
社
会
と
役
割
」
と
題
し

た
講
話
が
行
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
話
に
会
場
か
ら
は
笑
い
が

お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

串
チ
ー
ム
と
鎮

県
民
ス
ポ
ー
ツ

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
玉
川

村
大
会
が
開
催
さ
れ
、
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
と
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
で
石
川
地
区
大
会
出
場
を

か
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

村
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は

日
チ

I
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
、
準
決
勝
か
ら
は
、
と
う
と

う
抽
選
に
よ
る
勝
負
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
は
中
チ

ー
ム
が
優
勝
し
、
勝
負
強
さ
と

運
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
ま
し

た
。

畠

曹

いきいきスポ
たまかわ元気スポーツクラブによる、いきいきスポーツ

教室が開催されました。
3回開催される教室の第 1回目で、中国出身の吉田那美

先生による本倍的な太極拳教室が行われました。

たまかわスポーツクラブでは、このほ力、にもちびっこス

ポーツ教室も開催しており、こちらも3口開催されます。

皆さんも参加してみてはいかがですか。お問い合わせは村

公民館まで。

室開催

目第

家
庭
パ

レ
i
ボ
i
ル
大
会
は
、
体

育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
日
チ
I
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
の
は

南
須
釜
チ
i
ム
で
、
平
成
日
年
度
か

ら
3
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
上
位
4
チ
l
ム
は
、

7
月
日
日

に
、
玉
川
村
を
会
場
に
行
わ
れ
る
石

川
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
i
ル
大
会

優

勝

中

準

優

勝

南

須

釜

3
位
小
高
・
北
須
釜

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

南

須

釜

準

優

勝

小

高

3
位

竜

崎

4
位

中

10 

，....、d

毎年恒例となりました「福富空港洋らん展jが亨年も開

寵され、 150鉢以上の見事な洋らんが福富空港を鮮やか

に彩りました。

この洋らん展は、諸島エアポート洋らんクラブとNP
O法人はばたけ21夢飛行の主催で、毎年この時期と新

書(年末年始)の年2回開催されています。

彊島空港で

洋らん震
寸
よ

品

E
S

母3

t 
d濁諸富診

あ
る
日
の
こ
と
。
あ
る
所
へ

取
材
申
し
込
み
の
電
話
を
入
れ

ま
し
た
。
快
く
引
き
受
け
て
い

た
だ
き
、
約
束
の
時
間
を
少
し

だ
け
過
ぎ
て
か
ら
伺
う
と
、
玄

関
に
は
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
ら
れ

た
ス
リ
ッ
パ
が
一
足
。
そ
し
て

顔
を
上
げ
る
と
黒
板
に
書
か
れ

た
文
字
が
・
・
。
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

1 1 



の健康ごよみ

12 

~小掌慢の運動会のようす~

人事続・国税庁では、畠家公務員採用五種(税務)試験に

よる職員を募集しています。

試験{こ合格し採用された方は、全員が税務大学枝仁入校

し、研修を受けた後、税務署に配属となります。

圏受喜愛護揺

昭和58年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた入

閣説醸の程震

高校卒業程度

薗受験申込受信期間

平成15年7月18C火)から平成15年ア月88C火)まで

璽受験串込審提出先

希望する受験地の人事院地方事務自

圏試験日

第1次試験

第2次試験

平成15i:i=9月7日(日)

平成15年10丹市臼(木)から10月23日(木)
までの簡の指定する 1自

なお、申込倍紙の詰求など詳しいことについては、人事

院東北事務筒のほか仙台盟税局総務部人事第二課、または

最寄りの税務署総務課へお問い合わせください。

ア月 18"'31日までの 1ヶ月間fd:，第53田f社会を

明るくする運動j月間です。村では、下記のとおり特設

人権相談所を開設いたします。

人権擁護委員及び法務局担当職員が、困りごとや臨み

己、と等人権に関する相談に応じますので、お気軽に栂談

されますようお知らせいたします。

地域づくりシンポジウム
「みんなで考えよう、これからのまちづくりj

都市と農村や中山間地域の関わり丹、行政の枠を超えた交

流や連携、風土に根ざした生活、地域の整備や開発そして保

全、道路の整備のあ;っかた等について意見を交摸し、地域づく

りの理念在学びます。

園開催日時平成15年7月11日(盆)

午後 1時"-'4時30分

ビッグパレットふくしま

300名

無料

@基調講演

-・保

一保

襲撃6月
25日(水)機能部練・・

午前10時~

関ア月
1日(火)

調会 場

喜劇参加人数

調参 加 料

圏内 容

-・保

-保

福島大学地域創造支援

センター教授鈴木浩

@パネルディス力ッション

@参加者との慧晃交摸

地域づくりシンポジウム実行委員会

(県中管内沼市町村・県中建設事務所)

催語圏主

-保

-・(果

忌品川

-保

平成15年ア月6日(臼)。:00'"午後3: 00 
就業改善センター2

白鴎場所

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福砲H舌動資金として寄付をいただきました。

厚く 御礼 申し 上げ ます 。( 村社 会福 祉協 議会 )

容 57-2062
雷 57-2183

大木吉邦

名

車ヰ翻談料金

容 022-221-2022
鐙 022-263-1111
内線3236

人事続東北事務局

{白台国税癌総務部人事第二課

ア月6日(日)は、黒下一斉に河川浄化作業(クリー

ンアップ作戦jが実施されます。

時間は午前58寺から8時で、河川及び道路等のコミ括

い、 j荒木の捨去、堤防等の雑草-雑木の刈り払い等ですc

皆様のご協力者お願いいたします。

平成14年4月から新しく

額免掠鶴度がスタートしています。

半額免訟の承認を受けたEf手、半額の保際料

(月額6，650円)を納めないと宋納期間になりま

すので、必ず納めましょう。

Q いつまでに縮めるの?

ム遥常の保険料と同じように、翌月末が納付期

慢になります。綿付期隈から2年以上が経過しま

すと、時効により納めることができなくなりますO

Q 卒接保髄料を納めないと?

A 半額の保験料を納めないと、未納期間{こなり、

空金の受結語揺期間や年金額に良挟されませんG

Q 半額免践の鶏罷の年三室額{まとうなるの?

A 半額の保険料を納めると、者齢翠礎年金の額

の聾定{こあたっては、通常の納付済期間の3分の

2で計聾されます。
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!お誕生おめでとうございます|

(5月届出分)

保護者名

良浩

稔雄

渡

地区名

川辺

中

村のようす
(15年6月 1日現在)

北須釜

ウ

"p菊須釜 の塩t宰厨男さんから

@ 。 の小原治さんから

母 古 の大和田俊寛さんから

幅 IlY辻新EBの関根 孝さんから

の鈴木孝吉さんから

の矢部自美さんから

の溝芥善行さんから

の半/iJ照雄さんから

の高原龍さんから

. /1/ 辺
魯今

嘩小高
重量 。
事 ク

1，837戸(+3)

3，752人(十1)

税

7，545人(-2)

3，793人(-3)

今
月
の
納
税

手守

県

民

第

1
期
分

産

【
納
期
限
は

6
月
お
己
(
水
で
す
。

忘
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
】

小
針
み
ね
子

若
み
ど
り
一
日
昼
の
手
柄
か
な

日本脳炎予防接種・・・・・・・・・・・・・・・保

午鐙O時45分~
10日(木)すくすくクラブ予

午前10時~
11日(金) 1歳児相談会・・・・

午後1時~

15日(火)機能都練・・

午前10時~
16日(水) 3"-'4ヶ月兜健診 ・・・・・・・・・・・・・・・公

年笹川寺30分~
228C火)日本脳炎予防接種・

午後O時45分~
23日(水)育児教室・・

午後1時~
25日(金) 3歳児横診・・・

午後 1時~

29己(火)芸青て何でも相談日
午前10時~午後4B守

保:1呆健センター 公:公立岩瀬病院

花
愁
一
短
歌
会
玉
…
加
支
部
一
誠
一
事
集
e
e
l
i
t
e
e
i
i
村
公
民
館

さ
る
な
し
俳
句
会
五
月
句
会
詠
草

た
か
ん
な
や
か
そ
と
睦
れ
る
屋
敷
紳

ふ
れ
あ
い
に
下
げ
て
ゆ
き
な
ど
曾
掠
ら
が
く
れ
し
も
の
あ
り
カ
バ
ン
に
港
む

小
針
虫
笠
宮
一

師
の
教
え
守
り
て
あ
れ
ば
歌
お
湧
き
て
仕
事
の
令
間
の
一
営

啓
塾
に
菰
を
外
ぜ
ば
煙
立
ち
悲
葉
の
中
に
春
を
見
つ
け
る

母
の
日
の
母
に
な
っ
き
リ
妓
の
電
話

行
き
ず
り
の
人
ピ
湯
に
入
る
青
葉
風

ト
針

芋
の
葉
に
宿
り
し
露
も
黄
泉
よ
り
の
誘
い
か
知
れ
ず
地
に
吸
わ
れ
ゆ
く

真
弓

雪
を
踏
み
提
げ
来
る
姐
の
回
覧
扱
向
通
わ
す
幾
年
の
も
の

愛
子

母
の
忌
を
終
え
て
蒸
ら
着
く
A
7
朝
の
夏

は
ん

帰
る
子
の
蔚
に
は
、
ず
む
五
月
か
な

竹
の
子
の
料
理
づ
く
し
の
夕
べ
か
な

溝
井
は
な
よ

古
を
撃
つ
牡
井
雪
さ
え
舗
装
路
に
生
の
あ
か
し
に
ど
ピ
む
溝
れ
跡
を吉

田

部
ピ
弟
子
の
共
に
唱
え
る
朝
の
経
静
寂
の
中
に
和
し
て
響
さ
ね

英
祐

藤
棚
の
下
に
恭
を
飲
む
老
一
人

}lJ 
埼

雄
子

役場へ電話をおかげの際は、各諜の直通電話

へおかげください。

空き缶やゴミの投げ播てはやめましょう

イ二
由
記

春
患

真
知華

美
枝美

公
子
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可す

母子保健③}

舎丹は、ミ子育ての不安や悩みは解消できているかどうか

ということについてです。

守寸時哩

【シリーズ

E翠翠器遺書

須釜少年剣友会

林芳吾

岱 57-2940(代表宅)

火-木曜日午後ア時~8時30分

須釜小学校体育館

替予鎮守

-代表

・連絡先

・練習日時

・練習場所

まあまあ
解消できている

ほとんど
解消できている

不安や悩みは

あまりない

n
u
n
U

ハu
n

u

n

U

ハU
n

U

6

5

4

3

2

1

 

須議少年剣友会は、小学校6年笠までの吾どもを対象に、

剣道を通して礼節、そしてJ~\と体を鍛えるために日々練習

に肪む剣道場で、現在は2年生と4年生の8人の3とも達

が毎回汗を流しています。

一人一人丁寧に、そして時には厳しい指導で個々のレベ

ルに応じた練習内容となっています。また、;子ども達が練

習の後に、感じた事や思った事などを本音で日記に書き、

それに対して指導者である林代表が的確なアドバイスを書

き加えるといった、交換巳記のようなユニークな指導方法

も取り入れています。

一緒に汗を流してみたい方は、気軽に練習場までどう

ぞ!

吾育ての不安や悩みについては90.4%の人がまあまあ

解消できていると答えており、それぞれが何らかの方法で

自分なりに解決できていることがわかりました。しかし、

一方では9.0%の人があまり解消できていないと答えてお

り、不安や悩みを抱えたままミ子育てをしている人もいます。

悩みがあるときは決して一人で抱え込まず、必ず誰かに相

談しましょう。話すことで気持ちが楽になることもあるは

ずです。

保健センターでは、どなたでも気軽に相談できるよう毎

月 f吾育て何でも棺談日Jを開設しています。また、相談

日以外にも随時受け付けておりますのでお気軽にご利用下

さい。

次[g)(ま、玉川村の母親たちが抱える菩喬ての具体的な悩

みについてお伝えします。

『ふるさとは

母のふところ』
千葉市花見川区

須釜辰雄さん
(吉出身・須釜敬喜さんの従兄弟)

玉
川
村
の
皆
さ
ん
、

玉
川
会
の
皆

さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
も
う
す
ぐ

楽
し
い
総
会
で
す
ね
。
お
会
い
出
来

る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

2
度
目
の
指
名
で
、
前
回
は
楽
し

か
っ
た
事
を
書
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
小
学
4
・
5
年
生
の
頃
の
辛
か
っ

た
思
い
出
を
書
い
て
み
ま
す
。
戦
時

中
で
、
何
事
も
軍
隊
式
。
小
学
生
に

も
軍
事
教
練
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ

部
落
の
下
級
生
を
引
率
し
て
、
「
歩

調
と
れ
」
、
「
カ
シ
ラ
右
」
と
号
令
し

な
が
ら
並
ん
で
い
る
先
生
方
に
礼
を

し
て
校
内
を
出
る
の
で
す
。
上
級
生

が
逃
げ
て
し
ま
い
、
い
つ
も
私
が
や

ら
さ
れ
、
嫌
で
し
た
。

四
辻
や
千
五
沢
へ
行
き
、
山
奥
の

炭
焼
き
小
屋
か
ら
山
を
越
え
、
丸
太

橋
を
渡
っ
て
道
路
へ
の
木
炭
運
び
。

特
に
冬
の
雪
の
中
で
、
ロ
ー
プ
に
つ

か
ま
っ
て
の
山
越
え
は
辛
か
っ
た
。

当
時
は
防
寒
靴
な
ど
な
く
、
た

い
て

い
の
人
は
ワ
ラ
草
履
で
し
た
。

tu 
z
n
q
 

が白人2
 

-b 
hυ 左

究

y後
品
一
品年

F
H川

立
本と生級同

学
校
の
周
り
の
山
際
に
全
校
生
が

入
れ
る
様
に
、
い
く
つ
も
の
防
空
壕

も
全
部
生
徒
達
で
作
り
ま
し
た
。
防

空
壕
が
出
来
る
前
、
郡
山
の
空
襲
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
裏
山
へ
避
難

し
ま
し
た
が
、
初
め
て
聞
く
爆
撃
音

は
耳
を
ふ
さ
い
で
も
恐
ろ
し
か
っ

た
。
艦
載
機
の
時
は
、
上
空
を
飛
び

ま
わ
る
機
の
操
縦
士
の
顔
ま
で
見
え

て
、
死
ぬ
か
と
思
い
ま
し
た
。

道
路
の
悪
い
の
も
辛
か
っ
た
。
学

校
ま
で

2
キ
ロ
の
道
は
、
雨
が
降
れ

ば
田
ん
ぼ
と
同
じ
。
下
駄
や
草
履
は

腰
に
付
け
、
は
だ
し
で
歩
い
た
も
の

で
す
。

一
番
難
所
だ
っ
た
ド
ウ
ノ
ウ
シ
坂

へ
行
っ
て
み
ま
し
た
。
学
校
が
見
え

た
。
蝦
夷
ケ
獄
も
見
え
る
。
大
き
く

変
わ
っ
た
様
に
見
え
る
風
景
も
歩
い

て
み
る
と
、
追
憶
と
重
な
り
、
心
癒

し
て
く
れ
る
母
の
ふ
と
こ
ろ
な
の
で

す
。
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